
     　　【敬称略】

講座№

13

ね ら い

期     日 予定人数 　１０名

会     場 助 言 者

１.　地域素材を生かした授業実践について

２.　日常で生かせる社会科の授業づくりについて

１.  空知社会科教育研究所と連携し、同会の研究大会を兼ねて実施します。

　　幸いです。

講座№

14

ね ら い

期     日 予定人数   ２０名

会     場 助 言 者

1.　実践交流・研究協議

　①学校財務、教育情報を中心とする領域実践

　②学校事務及び学校事務職員にかかわる諸問題

1.  経験年数の少ない事務職員や期限付事務職員が抱える日常業務等の課題

　など、相談時間も予定しています。

　―

日　 程

２.  初任段階及び経験年数が少ない先生方にも進んで参加していただければ

　令和６年１１月８日（金）

　空知教育センター

　学校事務 会場集合
　学校事務の今日的課題の解決を目指して

　～子どもの生活の場である学校をより充実したものにするため～

　子どもの教育権保障の推進に向けた領域実践について研修する。

　―

連絡事項

　端
ハタ

　　徹
トオル

（栗山町立栗山小学校事務職員）

　笠原
カサハラ

　悠
ヒロシ

（岩見沢市立東光中学校事務職員）

　9:20      9:30　　                　　 9:55　  　 　12:00　  13:00　　  　 16:00　    

　受付　　開講式・会場設営等　　実践交流　　休憩　　実践交流　　解散

研修内容

会場集合

地域素材を生かし、「主体的・対話的で深い学び」につながる社会科教育の在り方
について研修する。

  令和６年１０月２２日（火）午後

  空知教育センター

日　 程

地域素材を生かした社会科教育の在り方

　13:10　　　13:20　　    13:25　　　　　    16:00

　 受付　　    開講式　　   講義等演習　　    閉講式・解散

　―

    社会科教育

講     師

   福
フク

 井
イ

 雄
ユウ

 也
ヤ

（岩見沢市立光陵中学校教諭）

   鹿
カ

 糠
ヌカ

 昌
マサ

 弘
ヒロ

（美唄市立美唄中学校教頭）
　―

小 講 演
講　  師

研修内容

連絡事項

講     師
小 講 演
講　  師


